
小
こ

ブケ遺跡（第４次）・石
いし

名
な

田
だ

遺跡 
所  在  地： 津市安濃町内多（つしあのうちょううちだ） 

発掘調査期間： 平成 30 年 10 月 22 日（月）～平成 31 年１月末（予定） 

発掘調査面積： 約６５５㎡ 

 小ブケ遺跡・石名田遺跡の発掘調査が始まりました！  

 昨年度に引き続き、下水道工事に伴う小ブケ遺跡・石名田遺跡の発掘調査が行われてい

ます。10 月 22 日から始まった調査は、まず南北方向に延びている農道沿いに細長い調査

区で行われています。南端から調査を始めて、すぐに弥生時代から古墳時代にかけてのも

のと考えられる土坑や遺物が見つかりました。しかしその後は、調査区が流路跡に重なっ

たようで、なかなか流路跡の端が見つかりません。 

 耕作土の下には床土が二層あり、それより下の層を調べていますが、粘土層と砂層が交

互に現れ、土器が出土しています。  

これから年明けくらいまで調査を続けていきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 調査区の遠景です。 

掘削しながら図面作成。 流路の下層から遺物が。 

農道沿いに細長い調査区が延びています。 

調査区の壁を削り分層中。 



 

 

 

 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

〒５１５－０３２５ 三重県多気郡明和町竹川５０３ 

三重県埋蔵文化財センター調査研究１課  担当者：水谷・中村 

                    電話：０５９６－５２－１７３２ 

                    ＦＡＸ：０５９６－５２－７０３５ 




